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１ 沿革 

  昭和２７年 ８月 １日 東京入国管理事務所羽田空港出張所として開設 

  昭和３６年 ６月 ５日 同出張所廃止，羽田入国管理事務所設置 

  昭和５３年 ５月２０日 成田空港開港に伴い，同事務所廃止 

              東京入国管理事務所羽田空港出張所設置 

  昭和５６年 ４月 １日 組織改編により東京入国管理局羽田空港出張所設置 

  平成２２年 ４月 １日 組織改編により同出張所廃止 

              東京入国管理局羽田空港支局設置 

  平成２２年１０月２１日 新国際線ターミナル（旅客・貨物）供用開始 

              羽田空港ＣＩＱ棟にて業務開始 

  平成２２年１０月３１日 国際定期便就航 

 

２ 施設概況 

（１） 羽田空港ターミナルビル官庁総面積    １３，９１６㎡ 

              （うち入管専有面積 ４，０４１㎡） 

（２）ＣＩＱ棟面積              １３，０４２㎡ 

              （うち入管専有面積 １，６６０㎡） 

 

 

３ 組織・職員数 

  支局長の下に次長，審査監理官，総務課，偽変造文書対策室，審査管理部門，第一～ 

 第三審査部門，警備部門が置かれている。         

                            職員数 ２８４名 

                            （平成２５年度末） 

                                             

首席審査官
（審査管理担当）
首席審査官
（第一審査担当）
首席審査官
（第二審査担当）
首席審査官
（第三審査担当）

首席入国警備官

次 長

支 局 長 総 務 課

審査監理官
偽変造文書対策室
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４ 付帯施設設備 

上陸審査ブース（ＰＴＢ棟２階）          ２４ブース 

出国審査ブース（ＰＴＢ棟３階）          ２２ブース 

   収 容 施 設（６室）               定員２９名 

   出国待機施設（４室）               定員１０名 

   自動化ゲート（出国・上陸審査場）         ８台 

                              

                             

５ 出入国審査関係 

（１）フライト状況 

          羽田空港は２４時間空港として現在，到着・出発便合わせて週７５６便運航しており，

        ４分の１が深夜・早朝便（２３時～翌６時発着）となっている。              

 

（２）入港機数 

平成２４年における羽田空港の国際線の入港機数は約２万４００機で，前年の約１万８，９

００機に比べ約１，５００機（対前年比７．８％）の増加となっている。 

なお，平成２３年に入港機数が倍増しているのは，平成２２年１０月３１日の国際線定

期便就航により，東南アジア地域の拡充及び北米，ヨーロッパ地域の運航開始に伴って増

加となったものである。 

 

  
                          

 

 

H22.10.31～ 

国際定期便就航 
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（３）出入（帰）国者数 

 平成２４年の羽田空港における出入（帰）国者の総数は約７８９万人で，前年の約７０

３万人に比べ約８６万人（対前年比１２．２％）増加している（日米地位協定該当者を除

く。）。 

うち，外国人の出入国者数は約２２３万人で，前年に比べ約３９万人（同２１．２％）

増加した。また，日本人の出帰国者数は約５６６万人で，前年に比べ約４６万人（同８．

９％）増加している。 

 

 

                         

（４）特例上陸許可者数 

    平成２４年における特例上陸許可者数については約９万６，０００人であり，前年より約

１万６，０００人（対前年比１９．８％）増加している。 

  （注）特例上陸とは，船舶・航空機の乗員・乗客について，在留資格等に係る上陸のための条件への適合を求める

ことなく，簡易な手続により一時的に上陸を許可する制度。 

    具体的には， 

①寄港地上陸の許可，②通過上陸の許可，③乗員上陸の許可，④緊急上陸の許可，⑤遭難による上陸の許可，⑥

一時庇護のための上陸の許可がこれに当たる。   
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６ 上陸審判関係 

（１）口頭審理状況 

       平成２４年の羽田空港における口頭審理受理件数は９０８件で，前年に比べ１３７件（対

前年比１３．１％）減少している。 
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（２）上陸拒否者数 

       平成２４年の上陸拒否者数は２８５人で，前年に比べ９４人（対前年比２４．８％）減

少した。国籍・地域別の上陸拒否者数は韓国が最も多く，次いで，台湾となっている。 

              

 

 

７ 文書鑑識業務関係 

平成２４年において，出入国審査及び直行通過区域における旅券鑑識の依頼総

数は１，１２６件（対前年比２９．３％増）で，そのうち偽変造事案が判明し

た旅券は４１件（同１９２．９％増）となっている。 

 

８ 警備業務 

   平成２２年１０月２１日に収容場が供用開始され，羽田空港から送還する外国人を主に収

容している。 

   平成２４年の収容延人員は１，４３９人であった。国籍別にみると，中国（本土）が，８

１６人と一番多く，次いで韓国が４３１人である。 

 

９ ターミナルの拡張 

○出入国審査場の拡張 

・上陸審査ブース増設：２４ブース→３４ブース 

・出国審査ブース増設：２２ブース→２８ブース 

 ○供用開始時期：平成２６年３月末（予定） 

                          


